
避難施設関係者連絡会実施報告書

1 実施日時 年　　 月 日（　　）( 金 ) ： ～ ：

2 開催場所

3 [書ききれない場合は裏面の空いてる欄に氏名の記入をお願いします。]

学校
役職 役職

防災課

指定職員

市民
組織名 氏名

組織名 氏名

組織名 氏名

組織名 氏名

組織名 氏名

組織名 氏名

組織名 氏名

組織名 氏名

組織名 氏名

2名

校長 副校長 出席出席

つるかわ和光台自主防災隊 ２名

玉川学園松風台自治会自主防災隊 １名

出 席 者

2023 7 28 10 00 11 30

金井小学校

4名

やくし台自治会 1名

有楽玉川学園自主防災隊 1名

金井町内会自主防災隊

玉川学園第五地区自主防災隊 1名



5 委員会でのやり取りと意見（まとめ）

・現在当委員会の委員長が未定。発災時に避難してきた委員の中から、委員長と副委員長を選任することになっているが、

→誰が避難してくるか未定。委員長をあらかじめ決めると、発災時にどこにいても金井小学校に避難しなくてはいけないように

感じてしまう。従来通り避難してきた委員の中から委員長を決めたい。（有楽玉川学園自治会・玉川学園第五地区自主防災隊）

・発災時は、可能であれば在宅避難が望ましい。その場合も、備蓄物資等の配給は可能。（防災課）

低地で溜まり、流出の恐れがある。下水道復旧までは、トイレ等は流さないように周知が必要。（玉川学園第五地区自主防災隊）

あらかじめ決めておいたほうが震災時にスムーズに役割分担できると思うがいかがでしょうか？（防災課）

→1300人の3食3日分で計算し、備蓄物資を用意している。基本は自助共助のため、自宅に食料品等はそろえておくことが原則

　となるため、ご協力をお願いします。（防災課）

・在宅避難者に向けて、簡易トイレの配給を検討してほしい。併せてトイレの凝固剤や消臭剤も必要。

・玉川学園の地区では高低差があるため、発災時に下水の流し方に注意が必要。下水道が復旧していない間に下水道を流すと、

・玉川学園第五地区では、簡易トイレの配給を行っている。

・避難所開設訓練は、今後も年に１回実施予定。コロナ禍における参加人数制限は特にない。（防災課）

・町内会や自主防災隊の長は１年交代が多い。そのため、避難所開設訓練は年度末ではなく、６月など早いほうが助かる。

もって、当連絡会から脱会する。ただし、発災時にやくし台自治会からの避難者を、金井小学校で受け入れないわけではない。

・町田市防災WEBポータルを開設したため、利用の促進を行いたい。（防災課）

今年度も１０月中に実施してほしい。（有楽玉川学園自治会）

・やくし台自治会は、今回の連絡会に参加したが、発災時に金井小学校に避難する人がほとんどいないため、今回の連絡会を

→１０月上旬で実施を検討。金井小学校と相談の上決め、後日周知する（連絡会閉会後、10/1（日）AMで仮決定）。

・在宅避難者にも備蓄物資を配給して、物資は不足しないのか。（有楽玉川学園自治会）

・金井小学校は土砂災害警戒区域があり、風水害時は予備避難施設となっている。（防災課）

・教室図の訂正が必要である。

・地震発災時（震度６弱以上）には、学校の許可を得てから校内に避難する。（防災課）


